
学 区 社 会 福 祉 協 議 会 の 取 組 み 紹 介

　8月23日（水）、広島経済大学と広島市安佐南区社会福祉協議会は、包括的な地域連携協力に関する協
定を結びました。「ボランティア活動の推進」「地域活動やまちづくりの推進」「大学生の人材育成に関する
分野」等を協力事項として広島経済大学と地域福祉の推進を継続して参りたいと思います。
　これを機に、学生の積極的なボランティア活動の推進、災害ボランティアへの学生の積極的参加、並び
に学生主体活動への協力、地域拠点への学生協力をさらに強化していく事としました。

広島経済大学と広島市安佐南区社会福祉協議会の「包括的な地域連携協力に関する協定について」

山本山本 学区 ～山本に暮らし続けてきたひとも、新しく山本での暮らしを
　始めたひとも、みんなでつながり絆を紡ぐ～

いつも笑顔で迎えて頂く、戸山学区社協の皆さんの取組をこれからも応援させてくださいね♪いつも笑顔で迎えて頂く、戸山学区社協の皆さんの取組をこれからも応援させてくださいね♪

戸山戸山 学区

山本学区は武田山、火山（ひやま）、丸山の南斜面に位置している地域です。

広島市内から車で30分、自然豊かな景観と昔ながらの気にかけあうつながりが残りつつも、高齢化率約47％の
中で相談体制の充実を図り、困り事の解決に取り組まれている戸山学区社協の皆さんにお話しを伺いました。

令和5年度よりリニューアルした戸山集会所の
2階に事務所を設けました。
週３回月水金曜日の13:30～15:30に社協の役
員や民生委員が常駐し相談窓口を開設していま
す。集会所には安佐南区役所の連絡所も併設さ
れているため、用事が済んだあと事務所に立ち寄
り、話に花が咲く集いの場ともなっています。

多世代交流の場として
子どもサロンを開催されるのですね。 夏休みを利用し、小学生の遊びの場と

それを手伝う中学生、遊びを伝える
地域住民という多世代がふれあう
場となっています。今年は回転
のぞき絵作りが行われました。

みなさんで話し合いを重ねる中で、
“ここがよかったな”と思うことはありましたか？

令和5年5月に、山本学区では『やまもと福祉のまちづくりプラン
【第2次　5カ年計画】』を策定されました。

「福祉のまちづくりプラン」とは、誰もが安心して暮らせる地域づくりを
目指した、地域のみなさんによる計画です。

今回はプラン策定に関する思いを伺ってきました��

左から藤田副会長、小堀会長

学区社協窓口にも気軽に
お立ち寄りくださいね♪

と や ま～　もに　さしい　ちづくり～  学区社協の事務所を
移されたと伺いました。

戸山に住んで良かっ
たと思えるやさしい
まちづくりを皆さん
と一緒に考えていけ
ればと思っています。

今後の夢を教えて頂けますか

二反田会長（右）、有馬事務局長

戸山・伴・大塚地域包括支援センターの職員が
よろず相談の場を設けているそうですね。
第2、4金曜日の社協相談
日に来ていただき、地域住
民の相談に対応してもらっ
ています。

戸山集会場 よろず相談の風景

まず山本学区の現状を振り返り感じた担い手不足の課題に
対し、それぞれが意識的に人脈を活かして声かけをしたり、関係
機関からの紹介をいただくことで新たな仲間を迎えることができ
ました。
　令和3年8月の災害時にも「受援力」を活かし取り組んできました。
何より、みんなが顔を合わせて話し合い、わたしたちの地域に必
要なことを一緒に考えることができたことで「よっしゃ、みんなで
やってこうや！」と、より連帯感が深まり、絆が強くなったように
思います。

プランを策定しましたが、ここからがスタートです。重点目標を今後どの
ように実行していくか、実践を積み重ねながらその都度共有していくことが
必要と考えます。
　また、町内会・自治会加入世帯が減少する中で、どうやって広く地域のみな
さんに広報を行うかは課題です。
　従来の広報紙だけではなく、例えばラジオやITを活用しての方法、企業と連
携して人の集まる場での広報など、いろいろな視点から検討していきたいです。
　昔からこの地で暮らしてこられた方、新しく山本に暮らし始めた方、
みなさんと一緒に取り組んでいきたいと思います��

　…実は、集会所の耐震工事に備えて書類を整理していた時
に第1次プランを発見したんです。当時、会長になったばかり
で構想がない中、改めて学区として一致団結するためには「こ
れだ！」と思いました。

プラン策定のきっかけは？

これからの“夢”がありましたらお聞かせください

山本集会所：山本4-9-3-4
開設日時：水・木・金　9：30～11：30
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ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信安 佐 南 区
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、今後、本誌掲載の催しなどが中止になる可能性があります。詳しくは申込み先にお問合せください。

子育て・サークル相談子育て・サークル相談 安佐南区くらしサポートセンター安佐南区くらしサポートセンター
第4水曜日　10：00～12：00

所在地 広島市安佐南区中須１－３８－１３
安佐南区総合福祉センター５階

電　話 ０８２－８３１－１２０９
時　間 8：30～17：15

　様々な理由により生活に悩みや不安を感じている方の相談窓口です。
　『長い間仕事から離れていて、なかなか仕事が見つからない』、『家計のやり
くりが難しい』、『借金を抱えて生活が苦しい』などの相談をお受けしています。

　安佐南区社会福祉協議会では、生活上のあらゆる困りごと、悩みごとについての相談を
お受けしています。お気軽にご相談ください。

先輩ママ“MaMaぽっけ”による子育ておしゃべ
りの場です。はじめての子育て、仲間づくりを応
援しています。また、子育てサークルのことや子
どものこと、ママ、パパたちの悩みなどの相談に
のっています。ママ、パパの気分転換にどうぞ!

金銭トラブル、不動産、家庭問題、遺産相続など
分かりにくい法律の疑問に弁護士がお答えします。
広島市安佐南区社会福祉協議会
TEL ：082-831-5011

まごころに感謝します ～寄附は地域を支える第一歩～寄附についてのご案内

皆さまからの温かいご支援が、福祉の向上への大きな力になります。
お寄せいただきました寄附は、下記の事業に使わせていただきます。

●地域福祉活動　　　 ●障がい者福祉活動
●ひとり親福祉活動　 ●ボランティア活動

皆さまからあたたかいご寄附をいただきました。厚くお礼申しあげます。
お寄せいただいた善意は地域福祉のため、有効に活用させていただきます。
（令和5年3月1日～令和５年７月３１日　―受付順―）
●一般寄附　　野口　正隆　様　大塚東１丁目 匿名　様　安東６丁目 匿名　様
　　　　　　　広島友の会 安佐南方面　様
●物品寄附　　㈱ゆまな 代表取締役　様

　ボランティアグループ「華々グループ」の活動が再開しました(̂ )̂

　「華々グループ」は、特別養護老人ホーム「菜の華」で利用者の方のズボンの裾直し等をおこ

なっている裁縫グループです。

　活動日は第3火曜日の13：30から15：30までです。

　活動当日は、多くの裾直し等があり、和気あいあいと

お喋りをしながら、和やかに活動をされていました。

　久々の活動再開にみなさん口を揃えて「再開出来

て嬉しい。この活動を通して、これからもこのつなが

りを大切にしていきたい。」と言われていました。

華々グループ華々グループ
　小学生を対象に視覚障がい者の暮らしの中にあるバリアを体験学習
できるイベントを開催しました。7月28日に安公民館で17名、7月31日に
古市公民館で16名の子どもたちが参加し、視覚障がい者当事者グループ
（SOSシグナルの会、ひとみ会）に、アイマスク・白杖体験、ボウリング、す
いか割りなどを一緒にしていただきました。
　大学生の皆さんにもボランティアとして、子ども
たちへの声掛けや見守り、イベント運営補助を行い、
安心安全でスムーズな進行にご協力いただきました。
　障がい者疑似体験をすることで、今まで当たり前
だと思っていたことが大変だと気付くことができ、
理解を深めるとても良い機会になりました。

～暗やみからのプレゼント2023を開催しました～

障がいのある方と地域住民との交流イベントです。
音楽を聴きながら、楽しい時間を過ごしませんか？
参加申し込みはQRコードからお願いします。お問い
合わせは、安佐南区社会福祉協議会までお願いします。
なお、駐車場に限りがありますので、なるべく公共交通機関でお越しください。

　ボランティアグループや団体がいっしょに、地域を盛り上げるお祭りを行
います。2月20日～22日の3日間は日替わりでボランティア活動体験、パネ
ル展示などを開催。2月23日は大人から子どもまで楽しめて、地域でつなが
りを持っていただけるようなお祭りを企画予定です。ぜひ、お楽しみに！

　安佐南区ボランティアセンターでは、ボランティア活動の相談を受け付け、「ボランテ
ィア活動をしたい」人と「ボランティアに支援してほしい」人をつなぎます。その他にも、
ボランティア講座や情報提供など、ボランティア活動に関するサポートをしています。
ボランティアに興味がある方はぜひお気軽にお立ち寄りやお電話ください！

実施期間 令和6年2月20日～23日実施期間 令和6年2月20日～23日 日時 令和５年11月11日（土） 9:30～12:00日時 令和５年11月11日（土） 9:30～12:00

ボランティアセンターについて

安佐南区社会福祉協議会 正会員会費及び赤い羽根共同募金へのお礼 募集
　令和4年度、安佐南区社会福祉協議会では学（地）区の社会福祉協議会を通して、区民の皆さまのなかから
50,523世帯の方々より計2,526,150円（一口50円）の会費をお寄せいただきました。
　また、共同募金については学（地）区共同募金委員会を通じて13,889,223円の募金をお預かりいたしました。
　皆さまからお預かりした正会員会費及び共同募金については、地域の学（地）区社会福祉協議会が活動する運
営資金、さらには車いす利用者等の外出支援としておこなっている福祉車両貸出事業や無料弁護士相談の運営
資金等に活用させていただきました。
　福祉車両うさぎ号を利用された会員の方からは、うさぎ号があるおかげで買い
物や通院等をすることができている、いつも感謝をしていますとのお声をいただ
いております。温かいご寄附とご支援、誠にありがとうございます。
　今年度も、10月1日から赤い羽根共同募金運動を実施いたします。安佐南区で
ともに生活する皆さまがお互いに支えあえるまちづくりのため、共同募金へのご
協力をよろしくお願いいたします。

場　所 祇園公民館　3階（安佐南区西原1丁目13-26）

内　容 音楽鑑賞（楽器演奏）、物品販売、作品展示、
スプーン曲げ体験、相談ブース

対　象 障がいのある方、付き添う方（保護者、支援者等）

広報紙発行費用
144,903円

福祉大会
運営費用等
180,071円

心配ごと相談事業
（無料弁護士相談）
101,810円

学（地）区社協活動活性
化（広報紙発行、コミュニ
ティカレンダー等）
3,005,000円

令和４年度安佐南区社会福祉協議会 正会員会費使途内訳

福祉車両
運行費用等
73,332円

ボランティアセンター
通信発行
97,000円

6,346,330円

学（地）区社協活動活性化（広報
紙発行、コミュニティカレンダー等）

 令和４年度安佐南区 赤い羽根共同募金使途内訳


